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 都市計画法に基づき、以下の都市計画を決定、変更
・都市計画区域の整備、開発及び保全の方針
・区域区分
・用途地域
・土地区画整理事業
・下水道

年月日 内容

令和2年11月21日 都市計画決定に係る説明会

令和2年12月11日～25日 都市計画の案の概要の公告・縦覧

令和3年7月2日～16日 都市計画の案の公告・縦覧

令和3年9月15日 市都市計画審議会

令和4年1月18日 県都市計画審議会

令和4年3月4日 都市計画決定
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土地区画整理事業の概要
～土地区画整理事業の経緯～



土地区画整理事業の概要
～土地区画整理事業の経緯～

 土地区画整理法に基づき、土地区画整理組合の設立を認可

年月日 内容

平成30年3月
海老川上流地区土地区画整理組合
設立準備会結成

令和3年9月16日 組合設立認可申請

令和3年10月1日～15日 事業計画の縦覧

令和4年3月4日
海老川上流地区土地区画整理組合
設立認可
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 海老川上流地区の区域区分の変更（市街化区域へ
の編入）に関する議案について、附帯意見を付し
て可決
（令和４年１月１８日千葉県都市計画審議会）

 附帯意見
「土地区画整理事業による海老川流域の治水への
影響に関する検討を続け、住民に対し御理解いた
だけるよう、丁寧に説明を重ねること」

海老川水系洪水浸水想定区域図作成時のシミュレ
ーション結果に対し、今回の土地区画整理事業が
どのような影響を与えるのかについて検討し、住
民説明会を開催（令和４年５月・８月）

千葉県都市計画審議会附帯意見への対応
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検討の方法

シミュレーション結果 シミュレーション結果

比較
※ 土地区画整理事業実施後

の状況を加味
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土地区画整理事業実施前
（洪水浸水想定区域図作成時） 土地区画整理事業実施後

土地区画整理事業実施前（洪水浸水想定区域図作
成時）と土地区画整理事業実施後のシミュレーシ
ョン結果を比較することで治水への影響を検討



検討の解析条件
～降雨規模～

Ａ：高頻度の降雨（年超過確率1/10いわゆる１０年に一度の降雨）
海老川流域の２４時間総雨量１６３ｍｍ
海老川水系河川整備計画の目標とする降雨

Ｂ：想定最大規模の降雨
（年超過確率1/1,000いわゆる１０００年に一度の降雨量を上回る降雨）

海老川流域の９時間総雨量５１６ｍｍ
水防法に基づく想定し得る最大規模の降雨

Ｃ：計画規模の降雨（年超過確率1/50いわゆる５０年に一度の降雨）

海老川流域の９時間総雨量２２１ｍｍ
海老川水系河川整備基本方針の目標とする降雨
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今回検討する降雨規模は以下３パターンで
シミュレーションを実施



解析結果
～高頻度の降雨の比較～

作成主体 千葉県
作成年月日 令和元年12月23日より引用 今回実施 7

①土地区画整理事業前の浸水想定区域図 ②土地区画整理事業後の浸水予想区域図



解析結果
～高頻度の降雨の比較～

下流域
浸水深概ね減少

区画整理周辺浸水深
概ね減少

②土地区画整理事業後の浸水予想区域図－①土地区画整理事業前の浸水想定区域図
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区画整理周辺
浸水深概ね減少

土地区画整理事業前後の浸水深さの変化量



６．解析結果
～高頻度の降雨（年超過確率1/10）（溢水のみ）～

今回実施 9

土地区画整理事業後の浸水予想区域図（溢水のみ）



解析結果
～想定最大規模の降雨の比較～

作成主体 千葉県
指定年月日 令和元年12月23日より引用 今回実施 10

①土地区画整理事業前の浸水想定区域図 ②土地区画整理事業後の浸水予想区域図



解析結果
～想定最大規模の降雨の比較～

②土地区画整理事業後の浸水予想区域図－①土地区画整理事業前の浸水想定区域図 11

下流域
浸水深概ね減少

区画整理周辺浸水深
増加

区画整理周辺
浸水深増加

土地区画整理事業前後の浸水深さの変化量



解析結果
～計画規模の降雨の比較～
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作成主体 千葉県
指定年月日 令和元年12月23日より引用 今回実施

①土地区画整理事業前の浸水想定区域図 ②土地区画整理事業後の浸水予想区域図



解析結果
～計画規模の降雨の比較～
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下流域
浸水深概ね減少

区画整理周辺
浸水深増加

②土地区画整理事業後の浸水予想区域図－①土地区画整理事業前の浸水想定区域図

土地区画整理事業前後の浸水深さの変化量



 高頻度の降雨における土地区画整理事業による
治水への影響は、浸水シミュレーションでは、
概ね浸水深が減少

 想定最大規模や計画規模の降雨における土地区
画整理事業による治水への影響は浸水シミュレ
ーションでは、下流域では浸水深が概ね減少

 土地区画整理事業の周辺では浸水深が増加して
いるエリアがあることから、土地区画整理組合
と協議を継続
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解析結果



 市としては、「令和４年１月に開催された千葉県都
市計画審議会で付された意見」に基づき、
<海老川流域の治水への影響に関する検討を続け>
➡令和４年２月からシミュレーションを実施
<住民に対し御理解いただけるよう丁寧に説明を重ね>
➡令和４年５月と８月に各６回、住民説明会を実施
組合による工事説明会を９月に２回実施

 今後も丁寧に説明を重ねていく
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千葉県都市計画審議会で付され
た意見への対応



 組合は既に設立されており、法的にはいつでも工事
着手が可能な状況の中で、市は組合に対しシミュレ
ーション結果の説明会を開催するまで工事着手を待
ってもらうよう依頼

 シミュレーション結果の説明会開催（令和4年8月）
 下流域では浸水する深さが概ね減少

 工事着手については、組合の意見を尊重
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土地区画整理事業の工事着手



 工事は令和4年8月末から着手しており、9月下旬に
組合主催の工事説明会（第1回）を開催

 工事着手から半年が経過した現在、区域北側の造成
を実施

 区域を６区域に分け各区域ごとに調整池を整備

 基本、調整池完成後に造成を行うが調整池の築造前
に造成を行う場合は、仮設の調整池を整備
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土地区画整理事業の工事状況


